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1.概要

本調査は、道路橋の健全度等について効率的に把握するための方法を検討するために、

直轄管理の道路橋に関する既存の定期点検の結果について損傷の種類、損傷の発生位置、

損傷進行の程度等の傾向を調査したものである。

調査では、平成 年度に取得された 地整の管理する直轄道路の定期点検結果のデ15,16 8
ータに構造諸元等の基礎データ(以下「 データ」という)を組み合わせて統計的分MICHI

16 3析を実施した。なお調査に用いた点検データは全て「橋梁定期点検要領(案)平成 年

月」(以下「 直轄要領」という)に基づいて実施された定期点検の結果である。H16




